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1 場所の選定 記入欄

❶活動内容に応じた広さ、環境を整える
　（適切な広さ、レイアウト、床/地面）

❷道路との位置関係を確認する
　（周辺の交通量や道路事情、子どもの動線）

2 施設や用具等の確認

❶施設（固定遊具等）を確認する

❷危険な場所を確認する

❸タバコ、ガラスなどを除去する

❹遊具、用具を確認する

3 緊急対応
❶近隣病院を確認する
　（診療科目、診察時間、連絡先）

❷関係者の連絡先を確認する
　（協力体制の確立）

❸緊急時対応マニュアルを作成する
　（役割の確認）

4 熱中症予防

❶暑いとき、無理な運動は事故のもと

❷急な暑さに要注意

❸失われる水と塩分を取り戻そう

❹薄着スタイルでさわやかに

❺体調不良は事故のもと

安全管理チェックリストよい指導者としての観点

基礎的動きの質的評価（動きの獲得）

1 まずはからだを動かす
時には挨拶もそこそこに、集まった子どもから遊びの輪を広げる

2 多様な動きを経験させる
楽しく遊ぶことを通して多様な動きを経験する、その大切さを保護者に伝える

3 一定の身体活動量と活動強度を確保する
楽しく遊ぶことを通して活動量と活動強度を確保する

4 発育発達の個人差に配慮する
発育発達の個人差を理解する、子どもの特性に応じた働きかけを心がける

5 次々にプログラムを展開する
多様なプログラムを設定する、ゲーム性の高い遊び、
「レパートリー」×「バリエーション」

6 できるようになったことを認める
肯定的な言葉の積み重ね、動きの上達を見極める、成長した点を認める

7 いつも元気で楽しい雰囲気をつくる
表情や感情の表現に気をつかう、いつも元気に明るく楽しそうな雰囲気をつくる

8 こころの発達や社会性の獲得にも配慮する
しかる場面は二つだけ（道徳に反すること、危険なこと）、時には「見守る」「待つ」

9 異年齢交流を積極的に利用する
思いやり、リーダーシップ、年上の子どもに対する指導的な配慮

10 指導に関する情報を共有する
計画的な指導や安全管理のために指導者間で情報を共有する

1 身につけさせたい動きが遊びに含まれているか
子どもの動きの課題をとらえ、未熟な動作を洗練させるような運動を提供する

2 全力発揮ができているか
より速く、より高く、より遠くといった目標を子どもが意識できるように働きか
ける

3 バランスよく全身を使っているか
上肢だけ、下肢だけ、片側だけの運動にならないよう配慮する

4 苦手なことにチャレンジしているか
できないこと、苦手なことの原因を考え、工夫してできるようになる機会を提供
する


